
「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（１）＞　男女共同参画意識の普及・啓発と教育　【Ⅰ-１-（１）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 男女共同参画が町民に

理解されている割合
町民アンケート調査結
果（町取組みへの認知
度）

企画政策課 町民 30% 50% ・　町民アンケート調査実施して
いない。

- - - - 　第2次にのみや男女共同参
画プランが、平成25年度より
始まったことにより、少し時間
経過をみて実施する予定であ
る。

2 町民、事業者等に向け
た男女共同参画に関連
する講座･イベント･キャ
ンペーン等の広報・啓
発

関係各課 町民・事業
者等

継続実施 継続実施 ・町ホームページに県が開催
するイベントへのリンクをは
り、情報を見やすいようにし
た。 ・県かながわ女性セン
ター等の講座チラシをカウン
ターに置いた。【企画政策課】
県の開催するDVに関する講
座のチラシを窓口で配架し
た。【福祉課】　男女共同参画
に関わる県発行のパンフレッ
トを窓口で配布した。【産業振
興課】　県等が開催するイベン
トチラシを配架した。【生涯学
習課】
 
 

随時【福祉課】
啓発用パンフレッ
ト配布：１回、10
部【産業振興課】

- 継続実施 町有のメディアを通
じた啓発を継続する
とともに、商工会等
の組織を通じ啓発
を図る。【産業振興
課】

継続して実施していく。【福祉課】
事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

3 男女共同参画講演会 生涯学習課 町民 年1回継続実施 年1回継続実施 男女共同参画事業において、「～
産後のカラダと心をケアしよう～
バランスボール体験＆ハッピーな
夫婦関係のコツ」という講座を開
催した。子育て中の女性を対象
に、前半は体力回復、リフレッ
シュを目的にエクササイズを行
い、後半は妻が夫に家事・育児に
参加するよう伝えるためのコミュ
ニケーション方法を学んだ。

- 女性11名参加 １回／年 - 参加者が少ないので、関心の高
いテーマ選びや広報の方法を検
討する。【生涯学習課】

4 男女共同参画出前講座
等による男女共同参画
意識の啓発

企画政策課 町民 年1回 年1回継続実施 ・出前講座等実施していない。 - - - - 　男女共同参画という言葉
は、まだ地域に馴染んでいな
い。広報啓発をして、町民に
浸透してきてから実施を考え
たい。（過去地区役員などしか
参加しないなど反省点有。）

5 Ⅰ-１-（１）-② 男女共同参画に配慮し
た町刊行物やホーム
ページ等の作成と情報
提供

企画政策課 町民 継続実施 継続実施 ・町のホームページに男女共同
参画を掲載している。情報等は随
時更新している。

－ － 継続実施 － 　少しでも多くの人の目に情報が
触れるよう、町広報紙にも積極的
に情報を掲載していきたい。

6 Ⅰ-１-（１）-② 有害情報から若年層を
守るための取組み

教育総務課
生涯学習課

町民 継続実施 継続実施 環境浄化パトロール、愛のパ
トロールを年10回実施。【生涯
学習課】

ー 継続実施 - ー

7 Ⅰ-１-（１）-③ 男女共同参画に
関する調査･研
究･情報収集

図書館の男女共同参画
に関する資料の収集･
提供
展示コーナーでの男女
共同参画図書等紹介
（男女共同参画週間)

生涯学習課
企画政策課

町民 20冊 50冊
・生涯学習課にて、6月4日
（水）から6月29日（日）まで、
図書館にて「男女共同参画」
の展示コーナーを設置した。
【生涯学習課･企画政策課】

貸出冊数：24冊 30冊 - 今年度は、事前の打合せを
し、日程等押さえることが出来
た。今後も事前に生涯学習課
との連携をとり、本の種類や
男女参画関係のパンフレット
などを置けるよう配慮する。
【企画政策課】　図書購入費が
不足している。図書購入費の
確保。【生涯学習課】

8 Ⅰ-１-（１）-③ 男女共同参画に
関する調査･研
究･情報収集

調査・研究における男
女別データの充実

関係各課 町民 継続実施 継続実施 '- '- - - - '-

ジェンダーに配慮
した情報提供

Ⅰ-１-（１）-① 男女平等意識の
啓発活動の推進

平成26年度実績活動指標
№ プラン№ 担当部署 事業対象事業内容
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（２）＞　性別役割分業意識の解消に向けた啓発　【Ⅰ-１-（２）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応

1 性別による役割分業意
識が解消されている割
合　町民アンケート調査
結果（男女の地位に関
する意識：各種分野毎）

企画政策課 町民 70% 80% ・　町民アンケート調査実施して
いない。

- - - - 　第2次にのみや男女共同参
画プランが、平成25年度より
始まったことにより、少し時間
経過をみて実施する予定であ
る。

2 各種関係団体等におけ
る主要役員への女性登
用の啓発

関係各課 各種関係団
体等

継続実施 継続実施 審議会等委員の改選時における
女性登用の促進を図った【総務
課】　地区長の選出については、
地区の自主性を尊重しており、行
政が介入することが出来ないた
め、男女による制約は設けていな
い。【町民課】　二宮町民生委員
推薦会において女性委員の登用
について啓発は行えていない。二
宮町民生委員児童委員協議会に
おいては女性委員が7割を超えて
いる。大磯町二宮町障害支援区
分等認定審査会においては、会
長・副会長職は要職となります
が、現在、男性であり、特に啓発
は行えていない。なお、女性委員
は12人中、5人と4割を超えてい
る。　【福祉課】　関係団体への役
員の推薦はあて職であるため、
平成26年度は女性の登用はな
い。【下水道課】　二宮町明るい
選挙推進協議会主要役員（会
長、副会長、監事）への女性役員
の登用啓発を行う。主要役員4
名、うち女性委員2名【選管・監
査】　教育委員5名のうち2名を女
性登用【教育総務課】　消防団幹
部会議の重点項目として、男性、
女性消防団員確保について検討
した。 「広報にのみや」に団員募
集記事の掲載【消防課】

教育委員5名のう
ち2名を女性登用
【教育総務課】

女性委員登用
率…50%【選管・
監査】　女性委
員の登用率
40％【教育総務
課】

継続実施 － 　地区長の選出は、地区による自
主性を尊重しているため行政の
介入は難しいが、今後も男女によ
る制約が無いように継続して働き
かけたい。【町民課】　委員の選
出母体には町議会があり、当会
の設置目的からして教育福祉常
任委員を選出していただくことが
望ましいと担当課としては考えて
いる。今後も教育福祉常任委員
のご推薦をいただく上で女性限定
とすることは難しい。【福祉課】
あて職であるため実施が難しい。
【下水道課】　登用に対する啓発
を心掛けたいと思います。【選管・
監査】　消防団員の確保に努める
とともに消防団活動に女性が参
画できるように検討を行う。【消防
課】

3 乳幼児からの男女平等
意識を形成するための
職員、保護者等への啓
発、情報の提供
マタニティ教室(年４コー
ス)親育ち講座（年２回）

子ども育成
課　　企画政
策課

町民・町職
員

２事業継続実施 ２事業継続実施 ①マタニティ教室　4コース（5
月、8月、10月、2月） ②親育
ち講座　5月、8月、2月、3月実
施【子ども育成課】

①延べ95名（内
男性14名）参加
②延べ113名参
加（4回実施）【子
ども育成課】

2事業【子ども育
成課】

―

4 男女平等をテーマとす
る図書館の読み聞かせ
事業の実施

生涯学習課 町民 参加者２５人 参加者５０人 「おはなし会とおりがみあそ
び」（子ども向け行事）ので
テーマの絵本を１冊読み聞か
せし、関連する絵本の紹介も
行った。

- 参加者：子ども
17人・大人8人

- ―

№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象

活動指標

Ⅰ-１-（２）-①

Ⅰ-１-（２）-② 幼児期からの平
等意識の形成

平成26年度実績

性別による役割
分業意識の是正
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5 性別にとらわれない能
力や適性を活かした進
路指導や職業教育の充
実

教育総務課 町民 継続実施 継続実施 町内各小・中学校におけるキャリ
ア教育の実践　・小学生：生活科
や社会科などにおいて身近な職
業について知る　・中学生：職場
体験学習や進路学習

小学校は随時、
実施。中学校の
職業体験は、各
校年１回ずつ実
施

- - -

6 教育関係者に対し、男
女平等教育を進めるた
めの研修の実施

教育総務課 町民 継続実施 継続実施 二宮町人権教育担当者会に
おいて「かながわ人権施策推
進指針」の分野別施策である
女性の人権について研修。
二宮町男女共同参画研修会
を開催（「～産後のカラダと心
をケアしよう～バランスボール
体験＆ハッピーな夫婦関係の
コツ」）

二宮町人権教
育担当者会（年
２回）　二宮町
人権教育研修
会（年２回）

- - -

Ⅰ-１-（２）-③ 学校における男
女平等教育の充
実
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（３）＞　働き方の見直しに向けた啓発　【Ⅰ-１-（３）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 Ⅰ-１-（３）-① 仕事と生活との両

立支援
仕事と生活を両立させ
るための家庭・育児・介
護支援講座の開催
◆母子保健事業　　マタ
ニティ教室（年４コース）
【再掲】離乳食講習会
（年６回）初心者の料理
教室（年２回）親と子の
料理教室【２課合同】年
１回　◆健康教育・健康
相談事業　◆子育て支
援事業　親子講座（年２
４回：月２箇所）『そだれ
ん』年１講座（全７回）
親育ち講座（年２回）【再
掲】　家庭・育児支援講
座（年１回）　◆介護家
族支援事業　介護教室
（年２回）　にぎわい塾
（年１３回）

保険医療課
子ども育成
課　生涯学
習課　健康
長寿課

町民 継続実施 継続実施 親と子の料理教室（年1回）実施
時期：７月　参加人数：６組（大人
６名、子ども６名）　テーマ：親子で
シェフデビニューしよう　※２課合
同ではない。保険医療課事業　/
男の料理教室（Ｈ25年度より初心
者の料理教室から名称変更）　実
施時期：７月、10月　参加人数：24
名　テーマ：男子も厨房に入ろう
【保険医療課】　介護予防事業の
開催【健康長寿課】　①マタニティ
教室　【再掲】4コース（5月、8月、
10月、2月）②離乳食講習会　6
コース（4月、6月、8月、10月、12
月、2月）③そだれん　7日間コー
ス　2回　ダイジェスト版　2回（5
月、7月）④親子講座　年12回×2
か所　⑤親育ち講座【再掲】【子ど
も育成課】　幼児をもつ保護者を
対象とした子育てゼミナールを開
催した。父親と子ども向けの料理
教室や心理学エニアグラムを学
び、親と子どもの性格について考
えたり、親から子どもへの気持ち
の伝え方等について学んだ。男
女共同参画事業において、「～産
後のカラダと心をケアしよう～バ
ランスボール体験＆ハッピーな夫
婦関係のコツ」という講座を開催
した。子育て中の女性を対象に、
前半は体力回復、リフレッシュを
目的にエクササイズを行い、後半
は妻が夫に家事・育児に参加す
るよう伝えるためのコミュニケー
ション方法を学んだ。【生涯学習
課】

子育てゼミナー
ル３回　男女共
同参画事業１
回【生涯学習
課】

親と子の料理
教室　参加人
数：６組（大人６
名、子ども６名）
男の料理教室
参加人数：24名
【保険医療課】
にぎわい塾（年
２７回）【健康長
寿課】　①延べ
95名（内男性14
名）②延べ48名
③延べ61名④
延べ836名⑤延
べ113名（4回実
施）【子ども育
成課】　子育て
ゼミナール参加
者数：のべ１９
人　男女共同
参画事業参加
者数：１１人【生
涯学習課】

１事業【健康長寿
課】

5事業【子ども育
成課】

子育てゼミナール
は男性や働く女性
も参加しやすいよ
うだ。【生涯学習
課】

事業の周知【健康長寿課】　参
加者が少ないので、関心の高
いテーマ選びや広報の方法を
検討する。【生涯学習課】

2 ワーク・ライフ・バランス
が達成されている割合
町民アンケート調査結
果（理想どおりのバラン
スがとれている）

企画政策課 町民 40% 50% ・町民アンケート調査実施して
いない。

- - - 　第2次にのみや男女共同参
画プランが、平成25年度より
始まったことにより、少し時間
経過をみて実施する予定であ
る。

3 労働時間の短縮と育
児・介護休業制度等の
多様な働き方の定着に
向けた企業への啓発

産業振興課
企画政策課

事業者 継続実施 継続実施 男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。【産業振興課】

啓発用パンフ
レット配布：1
回、10部【産業
振興課】

ー 継続実施 － 事業者に啓発する機会が少な
く、能力開発を行える規模の
事業者が少ないので、町有の
メディアを通じた啓発を継続す
るとともに、商工会等の組織を
通じ啓発を図る。【産業振興
課】

4 育児・介護休業制度の
取得をしている人の割
合　　　町民アンケート
調査結果（制度や取組
みがあり、活用したこと
がある）

企画政策課 町民 20% 30% ・町民アンケート調査実施して
いない。

- - - - 　第2次にのみや男女共同参
画プランが、平成25年度より
始まったことにより、少し時間
経過をみて実施する予定であ
る。

Ⅰ-１-（３）-② ワーク・ライフ・バ
ランスが実現でき
る環境整備

平成26年度実績
№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象

活動指標
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5 趣味やレクリエーション
等、個人の生活を豊か
にするための講座・イベ
ントの開催や生涯学習
情報等の情報提供

関係各課 町民・町職
員

継続実施 継続実施 地域活動や町民活動に関す
る情報交流の拠点として、町
民活動サポートセンターを運
営している。【町民課】　町
ホームページ「身近な余暇ガ
イド」にて各種団体、ボラン
ティア情報の提供。年度初め
に町民大学講座カレンダーを
全戸配布。【生涯学習課】

- - 継続実施 - 従来からも適切に運営をして
いるが、利用促進の案内検討
などを含め、今後も継続して
適切な運営を図る。【町民課】

6 生き生き活躍する男性
のロールモデルの発掘
に向けたその活躍事例
の発信

企画政策課 町民 1回/年 ２回/年 ・実施していない。 - - - - 　今後、男性も家事と仕事が
両立できるような事例を探す。

Ⅰ-１-（３）-② ワーク・ライフ・バ
ランスが実現でき
る環境整備
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（４）＞　あらゆる暴力の根絶に向けた啓発　【Ⅰ-１-（４）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 ＤＶ・ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ･

児童、高齢者、障がい
児者への虐待等の防止
のための情報提供と周
知啓発「男女共同参画
週間（6月23日～6月29
日）」「女性に対する暴
力をなくす運動（11月12
日～11月25日）」「人権
週間（12月4日～12月10
日）」等

福祉課･子ど
も育成課・健
康長寿課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 ・町ホームページに県等の
ホームページへのリンクをは
り、情報を得られるようにし
た。・県立かながわ女性セン
ターの講演会等のチラシを配
架した。・「男女共同参画週
間」、「女性に対する暴力をな
くす運動」について町広報紙
へ掲載した。【企画政策課】・
「女性の人権ホットライン」強
化週間（11月17日～23日）に
ついて、広報にのみや本紙11
月号掲載した。人権週間につ
いて、お知らせ版12月号掲載
した。人権問題研修会、人権
に関する相談をしたい方へに
ついて、お知らせ版2月号掲
載した。【福祉課】 広報紙に啓
発記事を掲載　11月号【子ど
も育成課】

広報紙：各1回
【福祉課】【企画
政策課】　町
ホームページ：
随時【企画政策
課】　広報紙：
各1回【福祉課】

広報紙：11,000
部【企画政策
課・福祉課】

継続実施 ― 町民に周知するためにも、町
広報紙への掲載回数を増やし
ていきたい。【企画政策課】

2 学校教育における身体
及び性意識の発達段階
に応じたあらゆる暴力
防止のための人権教育
の推進　若年男女間の
暴力（デートＤＶ）･いじ
め問題の防止

教育総務課 教育関係者 継続実施 継続実施  ・二宮町人権教育研修会の
実施（「家庭で地域で仕事で
活かそう！～自分も相手も大
事にするコミュニケーション
～」）

二宮町人権教
育担当者（年２
回）　二宮町人
権教育研修会
（年２回）

3 人権教育研修会、人権
問題研修会の開催

生涯学習
課・福祉課・
総務課

町民・町職
員等

年1回継続実施 年1回継続実施  人権講演会を開催。実施日：
平成２７年２月【福祉課】　人
権教育研修会において、「自
他尊重のコミュニケーションで
あるアサーティブ」について学
ぶ体験型の講座を開催した。
町民の人権尊重意識を高め、
お互いに認め合い、偏見や差
別のない地域社会をつくるた
めの一助とした。【生涯学習
課】

人権講演会：1
回【福祉課】
人権教育研修
会：1回【生涯学
習課】

人権講演会：51
人【福祉課】
人権教育研究
会：14名【生涯
学習課】

１回/年継続実施 継続して実施するとともに、多
くの方に参加していただけるよ
う、広報紙の周知だけでなく、
有効な啓発手段を検討する。
【福祉課】　参加者が少ないの
で、関心の高いテーマ選びや
広報の方法を検討する。【生
涯学習課】

4 青少年環境浄化活動及
び違法屋外広告物等の
除去

生涯学習
課・都市整
備課

町民 継続実施 継続実施 　環境浄化パトロール、愛の
パトロールを年10回実施。【生
涯学習課・都市整備課】

継続実施 ―

5 通学路や公園等におけ
る防犯・安全対策の強
化、安全安心のまちづく
りパトロールの実施

防災安全
課･都市整
備課・教育
総務課

町民 継続実施 継続実施 防犯パトロールの実施【防災
安全課】　・二宮町児童生徒安
全対策協議会の開催　・ス
クールガードリーダーによる小
学校通学路における下校時
の見守り活動の実施【教育総
務課】　二宮町青少年環境浄
化推進員において、年５回パ
トロールを実施している。【都
市整備課】

各地区月１～5
回【防災安全
課】　・協議会2
回開催　・小学
校3校で年間計
216回の見守り
活動の実施。
【教育総務課】

犯罪発生件数
の減少【防災安
全課】

継続実施 ―

平成26年度実績
№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象

活動指標

人権意識の育成
と定着

Ⅰ-１-（４）-①

あらゆる暴力の根
絶と対策

Ⅰ-１-（４）-②
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6 犯罪未然防止のための
情報提供の発信

防災安全
課･教育総
務課・企画
政策課

町民 継続実施 継続実施 ・県立かながわ女性センター
からの講座などのチラシを配
架した。【企画政策課】　町
ホームページに犯罪発生状況
を掲載【防災安全課】　　・二
宮町児童生徒安全対策協議
会　・町内の不審者情報の保
護者等への情報提供を実施。
【教育総務課】

毎週1回更新
【防災安全課】
・協議会年2回
開催　・不審者
情報提供年8回
【教育総務課】

犯罪発生件数
の減少【防災安
全課】

継続実施 - 今後も、情報があればチラシ
配架や広報関係に発信する。
【企画政策課】　不審者情報の
取り扱いについては、各関係
機関等との連絡調整及び連
携を行っていく必要がある。
【教育総務課】

7 有害情報から若年層を
守るための取組み【再
掲】

教育総務課
生涯学習課

町民 継続実施 継続実施 二宮町児童生徒安全対策協
議会の開催【教育総務課】　環
境浄化パトロール、愛のパト
ロールを年10回実施。【生涯
学習課】

年２回開催【教
育総務課】

ー 継続実施 - ー

8 相談環境の充実と相談
員の資質の向上を図る
研修

福祉課・健
康長寿課・
教育総務課

町民・相談
員等

継続実施 継続実施 ・ＤＶ等被害者相談の随時受
付（ＤＶに関する相談等のうち
関係機関へ紹介を行った相談
件数０件/総相談件数5件）。
【福祉課】　介護相談員の（現
任研修）を実施し、スキルアッ
プを図る。【健康長寿課】　町
教育委員会所属の学校心理
士・臨床心理士による相談体
制の充実【教育総務課】

被害者相談受
付：5件【福祉
課】　介護相談
員４名　総訪問
件数：２６８箇所
【健康長寿課】
心理士による
学校巡回訪問
の実施【教育総
務課】

紹介相談割合：
０％【福祉課】

継続実施 平塚保健福祉事務
所、大磯警察署等
関係機関との連絡
会議により連携が
図られた。【福祉課】

緊急時には迅速に関係各課及び
関係機関と連携できるよう、日頃
から情報共有に努める。また、潜
在的、滞在的DV被害者を救済し
ていくことは困難であるが、継続
的な情報提供によりサポートして
いく。【福祉課】

9 日本語を母国語としな
い子どもたちへの学習
支援

教育総務課 町民（外国
籍の方）

継続実施 継続実施 ・支援教育補助員を配置　日
本語でのコミュニケーション等
を取ることが難しい児童生徒
を対象に、日本語指導の支援
教育補助員を配置し、児童生
徒の学校での教育支援を行っ
た。　・小学校へ2名、中学校
へ1名配置

小中で年間計
753時間の支援
等を実施。

－ 継続実施 － 人材及び予算の確保。【教育総
務課】

10 Ⅰ-１-（４）-④ 救護体制の整備・
充実

被害実態の把握に努
め、被害者の一時保護
と自立支援を行ってい
る関係機関との連携に
より被害者の保護・安
全を図る

福祉課 町民 継続実施 継続実施 ・窓口カウンターにパンフレット等
を置き、滞在的な被害者へのＰＲ
の実施。・関係機関との連携、情
報収集。

情報提供随時実
施。関係機関等
の連絡会議1回。

情報提供：随時
連絡会議：1回

継続実施 平塚保健福祉事務
所、大磯警察署等
関係機関との連絡
会議により連携が
図られた。

緊急時には迅速に関係各課及び
関係機関と連携できるよう、日頃
から情報共有に努める。また、潜
在的、滞在的DV被害者を救済し
ていくことは困難であるが、継続
的な情報提供によりサポートして
いく。

あらゆる暴力の根
絶と対策

Ⅰ-１-（４）-②

相談体制の充実Ⅰ-１-（４）-③
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（５）＞　政策方針決定の場への男女共同参画　【Ⅱ-２-（５）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
№

町民関係各課審議会等への女性登用
率

1

活動指標

25%Ⅱ-２-（５）-① 各種審議会等へ
の女性の参画促
進（ポジティブ・ア
クション）

30%Ⅱ-２-（５）-①

プラン№ 事業内容 担当部署

各種審議会等へ
の女性の参画促
進（ポジティブ・ア
クション）

事業対象
平成26年度実績

・男女共同参画推
進連絡委員：86%・
東大跡地検討委
員：15%・地域公共
交通活性化協議会
委員：5%【企画政策
課】情報公開審査
会委員：14%・個人
情報保護審査
会:14%・固定資産評
価審査委員会：33%
【総務課】　町民活
動推進委員：20%
【町民課】　・環境審
議会：20%・二宮町
ごみ減量化推進協
議会：50%・二宮町
地域環境推進員：
10%【生活環境課】
二宮町民生委員推
薦会28.6%　二宮町
民生委員児童委員
協議会72.3%　大磯
町二宮町障害程度
区分等認定審査会
41.6%【福祉課】　国
保運営協議会33.3%
【保険医療課】　介
護保険運営協議会
委員　41.6％　地域
密着型サービス運
営委員会委員
41.6％　地域包括
支援センター運営
協議会委員41.6％
【健康長寿課】　子
ども・子育て会議委
員　60%【子ども育
成課】　農業委員会
0%【産業振興課】
二宮町都市計画審
議会委員9%【都市
整備課】　二宮町下
水道運営審議会
27.3%【下水道課】
選挙管理委員0%
選挙管理委員補充
員25%　　監査委員
0%【選管・監査】
教育委員女性委員
40％【教育総務課】
○青少年指導員：
12%　○社会教育委
員：40%○生涯学習
センター運営審議
会委員：25%○図書
館協議会委員：50%
【生涯学習課】　消
防賞じゅつ金審査
委員会：20%【消防
課】

委員になるのは、充て職の方
が多く、どうしても男性の比率
が高い。他の委員もお互いに
女性が成るよう啓発していか
なくてはならない。【企画政策
課】　学識経験者や公募によ
る適任者が委員となっている
ため、男女の分けなく選出さ
れた結果となっている。今後も
これまでと同様に、男女の分
けなく公正な委員選出を図っ
ていきたい。【町民課】　委員
の選出母体には町議会があ
り、当会の設置目的からして
教育福祉常任委員を選出して
いただくことが望ましいと担当
課としては考えている。今後も
教育福祉常任委員のご推薦
をいただく上で女性限定とす
ることは難しい。【福祉課】　審
議会の性格上、また選出母体
となる組織・団体における女
性の割合が低いなど、やむを
得ない事由もあるが、今後も
各種団体への委員の推薦に
ついては、女性の推薦に配慮
願うよう依頼するなど、可能な
限り女性委員の割合を増やす
ための工夫を行っていきた
い。【都市整備課　】　選挙管
理委員については選挙で、監
査委員については長の選任に
より委員として選出されるた
め、女性委員の登用率の数値
設定は難しいと思われます。
【選管・監査】　委員の選任基
準の見直しを図り、女性の登
用を促す必要がある。【消防
課】

　男女共同参画
推進連絡会委員
の改選があり、女
性の割合が高く
なった。【企画政
策課】

・企画政策課：男女共同参画推進
連絡委員/東大跡地検討委員/公
共交通活性化協議会で、女性委
員は9名。【企画政策課】　情報公
開審査会委員１名・個人情報保
護審査会１名・固定資産評価審
査委員会１名【総務課】　町民活
動推進委員は、学識経験者等を
男女の分けなく適任者を選出して
いる。
　なお、公募による現在の委員は
2名となっており、女性1名・男性1
名が委員として活動している。
【町民課】 ・二宮町環境審議会委
員女性2人・二宮町ごみ減量化推
進協議会女性3人・二宮町地域環
境推進員女性2人【生活環境課】
二宮町民生委員推薦会において
女性委員の登用について啓発は
行えていない。二宮町民生委員
児童委員協議会においては女性
委員が7割を超えている。大磯町
二宮町障害支援区分等認定審査
会において、女性委員の登用に
ついては委員12人中、5人と4割
を超えている。【福祉課】　二宮町
国民健康保険運営協議会　女性
３人【保険医療課】　子ども・子育
て会議委員　15委員中、女性は9
名【子ども育成課】　農業委員会
女性0人【産業振興課】　二宮町
都市計画審議会について、委員
より女性委員を1名選出してい
る。【都市整備課】　二宮町下水
道運営審議会委員　11人中3人
女性委員【下水道課】　選挙管理
委員会　選挙管理委員4名、うち
女性委員0名　選挙管理委員補
充員4名、うち女性委員1名　監査
委員　監査委員2名、うち女性委
員0名【選管・監査】　教育委員5
名のうち2名を女性登用【教育総
務課】　○青少年指導員：男性17
名、女性2名　○社会教育委員：
男性6名、女性2名○生涯学習セ
ンター運営審議会委員：男性6
名、女性2名○図書館協議会委
員：男性4名、女性4名【生涯学習
課】　村田町長就任により二宮町
消防賞じゅつ金審査委員会の審
査委員となる。【消防課】
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2 町職員の女性管理職の
登用率（部長・課長・主
幹相当職）

総務課 町職員 30% 30% 24.20% 24.20%

3 Ⅱ-２-（５）-② 女性のエンパ
ワーメント

女性の意識・能力向上
のための講座開催等の
情報提供

産業振興
課・子ども育
成課・企画
政策課

町民 継続実施 継続実施 県立かながわ女性センター主催
の講座チラシ等カウンターへ配架
した。【企画政策課】　県女性セン
ター等、母子家庭のための相談
事業のチラシを窓口に設置【子ど
も育成課】 農業技術講習会を通
じて男女共同参画の意識啓発に
努めた「オリーブ関係講習会」を
実施。　10/28　収穫体験及び病
害虫対策検討会　11/15　オリー
ブ新漬け試食及びオイル試飲会
3/23　カジムラファーム栽培講習
会【産業振興課】

4か所（役場、サ
ロン、保健セン
ター）【子ども育
成課】　講習会実
施：3回　　のべ
参加人数：34名
(うち女性参加人
数　3人【各講習
会１人参加】)【産
業振興課】

継続実施 今後もチラシ等の配架、ホーム
ページなどで情報提供を行いた
い。【企画政策課】　女性農業者
は農業生産及び農業経営に参画
しているが、農業経営士のレベル
には至っていないので、技術力の
向上を目的とした講習会等を継
続して行うとともに、経営等の新
たなスキルについても情報提供
及びその啓発に努める。【産業振
興課】

4 Ⅱ-２-（５）-③ 女性の人材情報
や相談体制の整
備

女性の活躍事例の発信 企画政策課 町民 年1回 年2回 ・実施していない。 - - - - ・今後、事例をみつけ、紹介し
ていきたい。

5 『2020年30%』に向けた
女性の人材情報の収集

関係各課 町民 5件 10件 ・実施していない。 - - - - 今後、情報があれば収集してい
く。【企画政策課】

6 メンター制度の周知 企画政策課 町民 継続実施 継続実施 ・実施していない。 継続実施 - ・実際、他の事業所にはこの
制度はあるかもしれないが、
庁内に関してこの制度はない
ので、まずは制度実施を呼び
掛けなければならない。

Ⅱ-２-（５）-① 各種審議会等へ
の女性の参画促
進（ポジティブ・ア
クション）

Ⅱ-２-（５）-① 各種審議会等へ
の女性の参画促
進（ポジティブ・ア
クション）
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（６）＞　家庭生活における男女共同参画　【Ⅱ-２-（６）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 父子手帳の交付 子ども育成

課
町民 母子手帳申請時 母子手帳申請時 第1子の母子手帳発行時に希

望があれば発行。
父子手帳交付
の集計を取って
いない。

2 仕事と生活を両立させ
るための家庭・育児・介
護支援講座の開催
◆母子保健事業　　マタ
ニティ教室（年４コース）
【再掲】離乳食講習会
（年６回）初心者の料理
教室（年２回）親と子の
料理教室【２課合同】年
１回　◆健康教育・健康
相談事業　◆子育て支
援事業　親子講座（年２
４回：月２箇所）『そだれ
ん』年１講座（全７回）
親育ち講座（年２回）【再
掲】　家庭・育児支援講
座（年１回）

保険医療課
子ども育成
課　生涯学
習課

町民 継続実施 継続実施 親と子の料理教室（年1回）実施
時期：７月　参加人数：６組（大人
６名、子ども６名）　テーマ：親子で
シェフデビューしよう　※２課合同
ではない。保険医療課事業　/男
の料理教室（Ｈ25年度より初心者
の料理教室から名称変更）　実施
時期：７月、10月　参加人数：24名
テーマ：男子も厨房に入ろう　/
子育てゼミナール　生涯学習課と
実施。父親向けの料理教室の実
施。【保険医療課】　　①マタニ
ティ教室　【再掲】4コース（5月、8
月、10月、2月）②離乳食講習会
6コース（4月、6月、8月、10月、12
月、2月）③そだれん　7日間コー
ス　2回　ダイジェスト版　2回（5
月、7月）④親子講座　年12回×2
か所　⑤親育ち講座【再掲】【子ど
も育成課】　幼児をもつ保護者を
対象とした子育てゼミナールを開
催した。父親と子ども向けの料理
教室や心理学エニアグラムを学
び、親と子どもの性格について考
えたり、親から子どもへの気持ち
の伝え方等について学んだ。男
女共同参画事業において、「～産
後のカラダと心をケアしよう～バ
ランスボール体験＆ハッピーな夫
婦関係のコツ」という講座を開催
した。子育て中の女性を対象に、
前半は体力回復、リフレッシュを
目的にエクササイズを行い、後半
は妻が夫に家事・育児に参加す
るよう伝えるためのコミュニケー
ション方法を学んだ。【生涯学習
課】

(子育てゼミ
ナール)1回
(男女共同参画
事業）1回【生涯
学習課】

'親と子の料理
教室　参加人
数：６組（大人６
名、子ども６名）
男の料理教室
参加人数：24名
【保険医療課】
①延べ95名（内
男性14名）②延
べ48名③延べ
61名④延べ836
名⑤延べ113名
（4回実施）【子
ども育成課】
(子育てゼミ
ナール)参加者
男性割
合:37.9.％【生
涯学習課】

5事業【子ども育
成課】

3 Ⅱ-２-（６）-② 男性の介護への
参画促進

介護への参画を促進す
るための介護教室の開
催◆介護家族支援事業
介護教室（年２回）　に
ぎわい塾（年１３回）

健康長寿課 町民 継続実施 継続実施 介護予防事業の開催。 にぎわい塾：２
７回

- -

平成26年度実績

Ⅱ-２-（６）-① 男性の育児への
参画促進

№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象
活動指標
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4 託児サービス、休日・夜
間開催等、誰もが参加
しやすいよう配慮した事
業の開催

関係各課 町民 継続実施 継続実施 ガラスのうさぎ像平和と友情
のつどい及び新春のつどいの
開催時に会場であるラディア
ンの親子室を開放し、参加し
やすいようにした。【総務課】
ごみの分別・収集日が変わる
地域説明会【生活環境課】　親
と子の料理教室、男の料理教
室は土曜日開催。【保険医療
課】　①そだれんダイジェスト
版　5月24日（土）　②マタニ
ティ教室　　沐浴体験　5月31
日（土）、8月30日（土）、10月
25日（土）、2月7日（土）【子ど
も育成課】　男女共同参画推
進事業と子育てゼミナールに
ついては、託児サービスを用
意した。町民大学講座におい
ては、様々な曜日、時間帯に
開催し、誰もが参加しやすい
ようにしている。【生涯学習課】
町のホームページにて応急手
当講習会の個別開催対応を
周知。【消防課】

町内各地区で
42回開催【生活
環境課】　男女
共同参画事業1
回　子育てゼミ
ナール3回【生
涯学習課】

地域に開催日・
時間・場所を決
めていただい
た。その結果、
多くの方に参加
いただき開催す
ることができ
た。参加者数：
1,714人アン
ケート回収数
1,201件　男394
女797不明10
【生活環境課】
①7名（内0名男
性）参加　②
5/31　9名（内2
名男性）、8/30
11名（内3名男
性）、10/25　10
名（内4名男
性）、2/7　10名
（内4名男性）参
加【子ども育成
課】

ごみの分別方法
をより多くの方に
出席いただけるよ
う、開催回数を増
やした。【生活環
境課】

平成27年度からのごみの分
別変更の説明会を開催した。
平成27年度以降は、実施予定
はない。【生活環境課】　応急
手当の普及啓発を促す。【消
防課】

5 各種事業開催時に一時
保育室を設置し、バリア
フリーやプライバシーの
視点による公共施設設
備等の点検

公共施設
課・関係各
課

町民 継続実施 継続実施 既存施設において、可能な限り
授乳室やおむつかえ用ベビー
シート等の設置を検討し、既に設
置済みの施設においては、継続
実施している。

継続実施 -

6 趣味やレクリエーション
等、個人の生活を豊か
にするための講座・イベ
ントの開催や生涯学習
情報等の情報提供【再
掲】

関係各課 町民・町職
員

継続実施 継続実施 ・今年度は、生涯学習課主催
の研修会が開催され、庁内委
員や推進連絡委員へ情報提
供を行った。　・県立かながわ
女性センターの講座等のチラ
シを配架した。【企画政策課】
地域活動や町民活動に関す
る情報交流の拠点として、町
民活動サポートセンターを運
営している。【町民課】　町民
大学講座を様々な時間帯、曜
日に開催し、誰もが参加しや
すいようにしている。また、幅
広いジャンルの講座を開催し
ている。【生涯学習課】

継続実施 - 従来からも適切に運営をして
いるが、利用促進の案内検討
などを含め、今後も継続して
適切な運営を図る。【町民課】

Ⅱ-２-（６）-③ 男女が参加しや
すい事業の開催
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（７）＞　地域活動における男女共同参画　【Ⅱ-２-（７）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 生涯学習情報の提供と

生涯学習指導者の登録
による学校教育等への
活用促進

生涯学習
課・教育総
務課

教育関係者 継続実施 継続実施 町民大学サポーター登録制度の
実施。【教育総務課・生涯学習
課】　身近な余暇ガイドを町の
ホームページ上に掲載し、更新し
ている。【生涯学習課】

- - 継続実施 -

2 農地荒廃防止と健康づ
くりを目的をした、ふれ
あい農園の利用促進

産業振興課 町民 継続実施 継続実施 - - - 継続実施 - 遊休荒廃地を活用して、市民農
園を開設することで、町民の健康
づくりのため、老若男女、誰もが
生涯を通して気軽に楽しむことが
できる場を提供していく。

3 シルバー人材センター
や老人クラブ等のシル
バー人材の活用と加入
促進

健康長寿課 町民 継続実施 継続実施 日常生活上に軽易な支援を必要
とする独居高齢者等に「ほっと安
心ヘルパー」にて、シルバー会員
に依頼し、家事支援等を行ってい
る。

- 継続実施 -

4 高齢者相互の親睦や地
域福祉活動の拠点とし
て、既存集会施設の有
効活用

公共施設
課･関係各
課

町民 継続実施 継続実施 施設維持運営等に係る課題
について、地域と協力し対応
することで地域活動の拠点と
しての機能を維持している。
【公共施設課】
防災コミュニティーセンターに
おけるミニデイの実施【防災安
全課】　二宮町消防団第3分団
詰所会議室の目的外使用に
関する要綱に基づき施設の開
放が開始される。【消防課】

山西コミセン20回
富士見コミセン22
回　中里コミセン
19回　緑が丘コミ
セン19回　一色コ
ミセン20回　元町
北コミセン21回
【防災安全課】
団体利用2回　公
的利用3回

親墨会2回36名
（内女性27名）
町子ども育成
課2回40名（女
性数不明）　消
防署1回16名
（内女性0名）
【消防課】

継続実施 - 施設の中には老朽化している
ものも多く、施設維持に係る経
費の確保が課題である。【公
共施設課】　　　第３分団詰所
の会議室利用の促進を図る。
【消防課】

5 子ども会活動支援事業 生涯学習課 町民 継続実施 継続実施 子ども会リーダー研修会(2回）、
子ども会指導者研修会（2回）、子
ども野外研修(1回）

子ども会行事・研
修会　5回

参加者女性割
合：53％

5回／年 - -

6 青少年育成地域活動事
業

生涯学習課 町民 継続実施 継続実施 二宮町ジュニアリーダー研修
会を、中学生以上を対象とし
て4回実施した。

青少年対象の
研修会　4回

参加者女性割
合：34％

4回／年 -

7 女性防災隊員の入団促
進

防災安全課 町民 継続実施 継続実施 自主防災組織訓練時やイベン
ト時に啓発実施

新規1名入隊 継続実施 -

8 応急手当等講習会への
参加者
上級救命講習会：１７人
〈うち女性９人〉（年２０
人目標）　普通救命講
習会：５９３人〈うち女性
２９３人〉（年６００人目
標）　自主防災組織活
動時講習会：４０１人〈９
地区〉(年２０地区目標）

消防課・防
災安全課

町民 上級：１００人　普
通：３０００人　自
主防活：２５００人

上級：２００人　普
通：６０００人　自
主防活：５０００人

自主防災訓練時に胸骨圧迫と
AEDの取扱、普及啓発を実施。
【防災安全課】　　救急現場に居
合わせた町民による応急手当が
適切に実施されれば大きな救命
率の向上が望めることから、町民
に応急手当の知識と技術を普及
した。　また実技指導に積極的に
取り組んでおり、特に、胸骨圧迫
とAEDの取扱いに主眼を置き、普
及啓発活動の推進に努めた。【消
防課】

12地区【防災安
全課】　上級救命
講習会：2回14名
普通救命講習
会：34回452名
その他の講習
会：1回【消防課】

668人【防災安全
課】　上級救命講
習会14名(内女性
5名)　普通救命
講習会452名(内
女性226名)　そ
の他の講習会：9
名【消防課】

更なる普及、啓発に努めるととも
に、必要な資機材の更新、整備を
図る。【消防課】

9 災害時要援護者支援体
制のある地区

防災安全課 町民 全20地区 全20地区 災害時要援護者の把握と支
援体制の重要性について普
及、啓発した。

啓発20地区 －

Ⅱ-２-（７）-②

Ⅱ-２-（７）-③ 新たな分野への
ジェンダー･フリー
の推進

№ プラン№ 事業内容

Ⅱ-２-（７）-①

担当部署 事業対象
活動指標 平成26年度実績

地域における青
少年活動の支援

経験・能力を活か
せる活動環境の
整備と機会の提
供
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10 通学路や公園等におけ
る防犯・安全対策の強
化、安全安心のまちづく
りパトロールの実施

防災安全
課･都市整
備課・教育
総務課

町民 継続実施 継続実施 防犯パトロールの実施【防災
安全課】　・スクールガードリー
ダーによる小学校通学路にお
ける下校時の見守り活動の実
施【教育総務課】

各地区月1～5
回【防災安全
課】　・協議会2
回開催　・小学
校3校で年間計
216回の見守り
活動の実施。
【教育総務課】

犯罪発生件数
の減少【防災安
全課】

継続実施 ―

11 青少年環境浄化活動及
び違法屋外広告物等の
除去

生涯学習
課・都市整
備課

町民 継続実施 継続実施 環境浄化パトロール、愛のパ
トロールを年10回実施。【生涯
学習課】

継続実施 ―

Ⅱ-２-（７）-③ 新たな分野への
ジェンダー･フリー
の推進
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（８）＞　働く場における男女共同参画　【Ⅱ-２-（８）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 事業所への労働関連法

令遵守についての情報
提供

総務課･産
業振興課・
企画政策課

事業者 継続実施 継続実施 男女共同参画に関わる県発行の
パンフレットを窓口で配布した。
【産業振興課】

啓発用パンフ
レット配布：1
回、10部【産業
振興課】

継続実施 事業者に啓発する機会が少な
く、能力開発を行える規模の
事業者が少ないので、町有の
メディアを通じた啓発を継続す
るとともに、商工会等の組織を
通じ啓発を図る。【産業振興
課】

2 女性、ニート、フリー
ター等への労働相談期
間の周知

産業振興
課・企画政
策課

町民（農業
従事者）

3% 5% 男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

継続実施 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

3 農家台帳上で家族経営
協定を締結している農
家の割合

産業振興課 町民 年1回継続実施 年1回継続実施 　男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部

事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。

4 女性の再就職・職域拡
大に向けた就労に結び
つく、職業能力の習得
に関する研修等の情報
提供

産業振興
課・企画政
策課

町民 継続実施 継続実施 男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

継続実施 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

5 起業に関する情報提供
と支援

産業振興課 町民 継続実施 継続実施 男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部

継続実施 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。

6 企業の取組み事例の発
信

産業振興
課・企画政
策課

町民 １回／年 ２回／年 実施していない【企画政策課】
男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配布
した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

- 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

7 町職員の女性管理職の
登用率（部長・課長・主
幹相当職）【再掲】

総務課 町職員 30% 30% 24.20% 24.20%

8 育児休業・介護休業制
度の普及促進に向けた
取組み

総務課･産
業振興課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 育児休業新規取得者3名　【総
務課】　男女共同参画に関わ
る県発行のパンフレットを窓口
で配布した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

継続実施 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象
活動指標 平成26年度実績

男女平等の就業
環境の整備と労
働相談の充実

Ⅱ-２-（８）-①

Ⅱ-２-（８）-② 職業教育・訓練機
会の提供とポジ
ティブ・アクション

Ⅱ-２-（８）-③ 多様な就業形態
と適正な待遇の
促進
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9 ノー残業デー等を通じ
た長時間労働の抑制、
年次有給休暇取得向上
等のワーク・ライフ・バラ
ンスの促進

総務課･産
業振興課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 年次休暇取得促進の啓発に
努めた。【総務課】　男女共同
参画に関わる県発行のパンフ
レットを窓口で配布した。【産
業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

継続実施 － 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

10 パート・アルバイト等の
雇用管理の改善の促進

総務課･産
業振興課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 登録制を継続している。【総務
課】　男女共同参画に関わる
県発行のパンフレットを窓口で
配布した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10
部【産業振興課】

継続実施 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

Ⅱ-２-（８）-③ 多様な就業形態
と適正な待遇の
促進
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（９）＞　チャレンジやキャリアアップのための支援　【Ⅲ-３-（９）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 性別にとらわれない能

力や適性を活かした進
路指導や職業教育の
充実

教育総務課 町民 継続実施 継続実施 町内各小・中学校におけるキャリ
ア教育の実践　・小学生：生活科
や社会科などにおいて身近な職
業について知る　・中学生：職場
体験学習や進路学習

小学校は随時、
実施。中学校の
職業体験は、各
校年１回ずつ実
施

- 継続実施 - -

2 就労を継続し、管理職
等を目指す女性への
キャリアアップセミナー
等の情報の提供

産業振興
課・企画政
策課

町民 継続実施 継続実施 県主催のセミナー等のチラシ
をカウンターに配架した。【企
画政策課】　男女共同参画に
関わる県発行のパンフレット
を窓口で配布した。【産業振
興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10部
【産業振興課】

- 継続実施 - 今後も引き続き、チラシ配架や町
ホームページなどで情報を提供
する。【企画政策課】　事業者に
啓発する機会が少なく、能力開発
を行える規模の事業者が少ない
ので、町有のメディアを通じた啓
発を継続するとともに、商工会等
の組織を通じ啓発を図る。【産業
振興課】

3 にのみや町民大学の周
知と生涯学習指導者へ
の登録、学習・文化・ス
ポーツ・ボランティアの
情報提供

生涯学習課 町民 継続実施 継続実施 「町民大学講座」を、町民ニーズ
や学習課題に応じ、ボランティア
が企画し開催したほか、町民大
学サポーターも企画を行い開催し
た。また「身近な余暇ガイド」によ
り学習情報の提供をした。

町民大学講座14
講座、身近な余
暇ｶﾞｲﾄﾞ掲載：182
団体、町民大学
ｻﾎﾟｰﾀｰ45件

参加者女性割
合：67.4％

継続実施 - -

4 女性の視点が十分意
識されていなかった分
野における、女性の活
躍事例の発信

企画政策課 町民 1回／年 ２回／年 実施していない。 - - - - 今後、事例があれば情報を発
信していきたい。

5 再就職応援セミナー等
の開催情報や就労・起
業支援情報の提供

産業振興
課・企画政
策課

町民 継続実施 継続実施 男女共同参画に関わる県発
行のパンフレットを窓口で配
布した。【産業振興課】

啓発用パンフレッ
ト配布：1回、10部
【産業振興課】

- 継続実施 - 事業者に啓発する機会が少なく、
能力開発を行える規模の事業者
が少ないので、町有のメディアを
通じた啓発を継続するとともに、
商工会等の組織を通じ啓発を図
る。【産業振興課】

6 ITふれあい館における
就職情報等の収集やIT
能力向上を目指す講座
の開催

総務課 町民 継続実施 継続実施 就職情報等の収集関係/産業
振興課（労働行政担当）から
の依頼により職業訓練所が
発行するパンフレット（案内）
や独立行政法人よりＩＴパス
ポート試験・情報処理技術者
試験の案内を館のラック又は
壁に掲示しています。
IT能力向上を目指す講座の
開催/町主催講習会としてパ
ワーポイント入門26.6・26.122
講座2回5人　はじめての文字
入力/26.4  1講座1回6人　何
でもわかる！？ネット検索の
コツ/26.7 　１講座1回4人
楽しい名刺作り/26.10  1講座
1回5名　　写真を使ってﾌｫﾄ
ﾑｰﾋﾞｰを作ろう/27.2   1講座1
回5人　≪ITクラブ主催講習会
として≫はじめてのパソコン
26.5～27.1/3/講座12回75人
ワード関係26.7～27.3/4講座
18回98人　　エクセル関係
26.4～27.1/4講座16回74人
タブレット・Win8.1関係26.6～
27.1/4講座11回75人

- 町主催講習会
計　　6回　　25
人
ＩＴクラブ主催講
習会　計　　57
回   322 人

継続実施 - -

№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象
活動指標 平成26年度実績

就業・再就業支援

Ⅲ-３-（９）-① 適性と意欲が活
かせる進路選択
への支援

Ⅲ-３-（９）-② さまざまな分野へ
のチャレンジ支援

Ⅲ-３-（９）-③
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（１０）＞　育児や介護への社会的支援　【Ⅲ-３-（１０）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成26年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 多様なニーズに対応し

た保育サービスの拡充
子ども育成
課

町民 継続実施 継続実施 ①一時預かり事業　百合が丘
保育園および栄通り子育てサ
ロンにて実施　②ファミリー・
サポート・センター　会員数
148名（H26年度末時点）男性
まかせて会員3名　　男性お
ねがい会員6名

- ①延べ340名（百
合137、サロン
203）利用　②延
べ1,423名利用
2事業【子ども育
成課】

継続実施 - -

2 ファミリー・サポート・セ
ンターの周知と利用促
進

子ども育成
課

町民 継続実施 継続実施 ①まかせて会員養成講座の
広報紙への掲載（お知らせ版
5月号および1月号）　②制度
案内チラシの窓口への設置

- ①11,700部×2
回　②4か所
（役場、サロ
ン、保健セン
ター）

継続実施 - -

3 放課後児童・生徒対策
事業や子どもの居場所
づくりの充実

子ども育成
課・生涯学
習課

町民 継続実施 継続実施 町内学童保育所への補助金
交付・学童保育所および児童
数　一色学童　47名　山西学
童　54名　二宮学童　56名【子
ども育成課】　「放課後子ども
教室」を子どもの安心・安全な
居場所づくりとして、町内３小
学校の体育館にて、各校４回
ずつ実施。内容は工作、自由
遊び、昔遊び等。年１２回のう
ち、２回中止したため、１０回
の実施。延べ３７２人の小学
生が参加した。【生涯学習課】

- 合計児童数
167名　交付補
助金額
11,717,057円
（うち、772,800
円は平成26年
度より新規「児
童コミュニ
ティークラブ開
所時間延長支
援事業補助
金」）

継続実施 - -

4 育児相談や支援体制
の充実

保険医療
課・子ども育
成課

町民 継続実施 継続実施 ・ホームページ等による育児
相談の周知。・育児相談体制
の充実①役場…児童相談員
相談②保健センター…育児相
談（保健師等専門職）、母乳
相談　③子育てサロン…育児
相談（保健師、保育士）④百
合が丘保育園…育児相談（保
育士、管理栄養士）　⑤巡回・
派遣事業…臨床心理士、児
童相談員、保健師等の派遣・
保育者を対象とした情報交換
の場としてのフリースペース
の設置。【子ども育成課】

①267件、②育児
相談524件、母乳
相談21件、③百
合743件、栄1400
件、④0件、⑤63
件【子ども育成
課】

継続実施 - -

5 ひとり親家庭や経済的
援助を必要とする家庭
への支援

子ども育成
課

町民 継続実施 継続実施 福祉医療証（ひとり親医療証）
の発行

- 平成26年度末
時点189世帯、
457名

継続実施 - -

6 子育て支援ネットワーク
の充実

子ども育成
課・教育総
務課

町民 継続実施 継続実施 コミュニティ保育団体への補
助金交付　●平成26年度交
付団体　・にのキッズ 32名　・
てくてく　11名　・いち・にの・さ
ん　35名【子ども育成課】　・就
学相談の実施（就学相談は、
町HPやお知らせ版各幼稚園
等に文書配布をして周知。）
【教育総務課】

相談件数：15件
【教育総務課】

補助金総額
375,000円【子
ども育成課】

継続実施 - -

活動指標

Ⅲ-３-（１０）-
①

子育てを支える
環境の充実

平成26年度実績
№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象
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7 地域包括支援センター
における包括的支援事
業の推進と充実

健康長寿課 町民 継続実施 継続実施 地域包括支援センターにて、
高齢者相談の連絡体制を補
完。

虐待件数＝２
件

- 継続実施 - -

8 要援護高齢者等への
支援とその家族の負担
軽減を図るための各種
在宅福祉サービスの充
実

健康長寿課 町民 継続実施 継続実施 紙おむつ支給事業、移送サービ
ス、はいかいＳＯＳネットワーク、
訪問理美容サービス、地域ミニデ
イサービス、日常生活自立支援
事業、シルバー緊急通報システ
ム　/【独居、高齢者のみの世帯
向け】生活支援用品補助、配食
サービス、ほっと安心ヘルパー、
寝具の乾燥消毒・丸洗い

- - 継続実施 - 事業の一部見直しを検討

9 障がい児者への社会活
動の促進と介護する家
族への支援

福祉課・健
康長寿課

町民 継続実施 継続実施 障害福祉サービスを利用して
いただくことにより、障がい児
者への社会活動促進と家族
の介護負担の軽減を図ってい
る。【福祉課】

随時【福祉課】 - 継続実施 － 障害福祉サービス利用者におい
ては、平成27年4月1日支給決定
時以降はサービス計画を作成す
ることになっている。計画作成に
あたり、いかに障がい児者や家
族のニーズを聞き取り、計画に反
映させて結果的に障がい児者へ
の社会活動の促進と介護負担の
軽減を図れるかが課題である
が、町の支給決定基準を照合し
ながら、できるだけ対象者のニー
ズにあった計画を作成している。
【福祉課】

10 障がい児者への各種介
護サービスの充実

福祉課・健
康長寿課

町民 継続実施 継続実施 障がい児者については、引き
続き手帳取得時に制度案内
を行い、他課又は外部の機関
と連携し、その必要に応じて
サービスの提供につなげた。
【福祉課】

随時【福祉課】 継続実施 未就学から就学時においてや障
害から介護に切り替わる際の
サービス連携の落ちがないように
他課や外部機関との連携を強化
していくことが課題であるが、情
報交換等を行うなどして対応して
いる。【福祉課】

11 高齢者及び障がい児者
の虐待防止を図るため
の相談体制の充実

福祉課・健
康長寿課

町民 継続実施 継続実施 福祉課において、虐待防止セン
ターを設置しており、引き続き、障
がい者やその関係者からの相談
を受け、随時対応【福祉課】

相談受理件数3
件【福祉課】

- 継続実施 - 障害者虐待防止法の周知を図
り、未然に対応できるよう検討し
ていきたい。【福祉課】

12 特別支援教育の充実 教育総務課 町民 継続実施 継続実施 ・就学前児童を対象とした就学相
談の実施、町内学校および特別
支援学校とのコーディネート等。
・在校生に対しては教育支援補
助員による体制の整備

教育相談は随時
実施。　支援級
の補助員は、5名
配置。

- 継続実施 - -

13 公共スペースの有効活
用、バリアフリーやプラ
イバシーの視点による
公共施設設備等の点
検【一部再掲】

公共施設課 町民 継続実施 継続実施 施設機能向上や変更時に有効活
用や利用者の利便性を常に念頭
に検討している。

- - 継続実施 - -

Ⅲ-３-（１０）-
②

介護を支える環
境の充実
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（１１）＞　心と身体の健康づくり支援　【Ⅲ-３-（１１）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成25年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 Ⅲ-３-（１１）-
①

妊娠出産におけ
る女性への支援
と母子健康保持

健やかな妊娠・出産や
育児のための支援と健
康管理体制の充実　　・
母子健康手帳の交付
・マタニティ教室（年４回
コース）の開催【再掲】
・こんにちは赤ちゃん訪
問指導　・離乳食講習
会(年６回)の開催【再
掲】　・乳幼児の健康診
査と経過検診

保険医療
課・子ども育
成課

町民 継続実施 継続実施 ①母子健康手帳の交付②マタ
ニティ教室の開催③こんにち
は赤ちゃん訪問の実施④離乳
食講習会の開催【子ども育成
課】

- ①120冊、②延
べ95名（内男性
14名）参加③
146対象件数中
140件（96％）、
④延べ48名参
加【子ども育成
課】

継続実施 - -

2 Ⅲ-３-（１１）-
②

生涯にわたる健
康づくりの促進

食育に関する知識の普
及と地産地消の取組み
の啓発　・歯の健康フェ
スタによる食育啓発（年
１回）

保険医療
課・産業振
興課・教育
総務課

町民 継続実施 継続実施 歯の健康フェスタを開催　実
施時期：６月　参加人数：１３９
名　湘南農業協同組合の協力
で湘南レッドを配布。（地産地
消）　湘南レッドのレシピを配
布。【保険医療課】　・食育担
当者会の開催。・栄養教諭に
よる小学校での食育授業を実
施。・地産地消については、町
立小中学校の学校給食にて
二宮産のたまねぎと菜の花を
使用した。【教育総務課】

・食育担当者会
年3回実施　・小
学校による食育
授業を2回実施

歯の健康フェス
タ　参加人数：
１３９名　【保険
医療課】

継続実施 - 人材（栄養教諭）の確保。地場産
の活用にあたっては、農協との調
整等の機会を増やす。【教育総務
課】

3 発達段階に応じた適切
な性教育や健康教育を
推進するための指導者
の研修

保険医療
課・子ども育
成課・教育
総務課

教育関係者 継続実施 継続実施 小中学校の健康教育の中で実
施。・小学校は主に４年生以上を
対象に実施。例）「二次性徴」、
「わたしたちの発達と変化」等。
　・中学校は各学年に応じた目標
毎に性教育・HIV教育を実施。例）
「体の発育・発達」、「思春期のこ
ころ」等。【教育総務課】

学校の年間計画
に基づき実施。
【教育総務課】

継続実施

4 HIVや薬物乱用防止に
関する教育啓発　・中学
校エイズ講演会【2課合
同】年1回

保険医療
課・教育総
務課

町民 年1回継続実施 年1回継続実施 HIV・薬物乱用防止のポスター
を役場・保健センターに掲示
【保険医療課】　HIV教育は、
年間の保健計画に基づき小
中学校で実施。例）「エイズと
偏見」、「エイズについて学
ぶ」、「エイズを正しく理解す
る」。　薬物乱用防止教室の
実施。小中学校で年間計４回
実施。（小学校１回、中学校３
回）※学校内外の講師によ
る。　中学校エイズ講演会の
開催。中学校３年生対象に３
月に実施。【教育総務課】

HIV教育は保健
の年間計画に基
づき実施。薬物
乱用防止教室
は、小学校計１
回、中学校計３
回実施。中学校
エイズ講演会
は、年間１回実
施。【教育総務
課】

- - - -

平成26年度実績
№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象

活動指標
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5 性差に応じたがん検診
（乳がん、卵巣がん、子
宮がん、前立腺がん）
の実施

保険医療課 町民 75% 75% がん検診（乳がん、子宮がん、前
立腺がん）を実施　乳がんは40
歳、子宮がんは20歳の方に無料
クーポンを交付。【保険医療課】

乳がん：受診384
名、受診率
13.5％　子宮が
ん：受診314名、
受診率9.0%　前
立腺がん：受診
704名、受診率
24.4%【保険医療
課】

15%

6 生活習慣病の予防施策
と健康づくり普及員等に
よる健康づくりの支援

保険医療課 町民 継続実施 継続実施 各地区の地域ミニディ、地区
行事に参加。　健康ウォーク
開催。【保険医療課】

継続実施 -

7 Ⅲ-３-（１１）-
③

心身の健康づくり
の支援

心身の健康管理を推進
する研修や相談体制の
情報提供　◆こころの
健康(うつ・自殺予防)対
策　◆要介護防止対策
・職員健康管理研修(年
１回）　・ころばん塾(年４
コース：全９回）　・若返
り塾(年１２回）

保険医療
課・健康長
寿課・総務
課・企画政
策課

町民 継続実施 継続実施 　県主催の研修や相談等のチ
ラシをカウンターに配架した。
【企画政策課】　自殺予防キャ
ンペーン　実施時期：9月　内
容：自殺予防の普及啓発を目
的に二宮駅にて啓発グッズを
配布し、ＰＲをした。/　こころ
の健康講座　実施時期：10月
参加者数：49名　テーマ：「ここ
ろの風邪とセルフケア」　/
ゲートキーパー養成講座　実
施時期：11月　参加者数：52
名【保険医療課】　◆介護予防
事業　ころばん塾→年２回
コース（１コース９回）　若返り
塾【健康長寿課】

こころの健康講
座　参加者数：
49名　　ゲート
キーパー養成
講座　参加者
数：52名【保険
医療課】

継続実施 - 今後、チラシ配架や町ホーム
ページなどで、引き続き情報
提供していく。【企画政策課】
事業の周知【健康長寿課】

8 生涯スポーツ教室の開
催　　・テニス年2階　・
サッカー年1回　・水泳
年32回

生涯学習課 町民 ・テニス年2階　・
サッカー年1回　・
水泳年32回

・テニス年2階　・
サッカー年1回　・
水泳年32回

水泳指導を行い、健康体力づくり
を図る。のべ1,579人（大人251
人、小人1,328人）が参加。

テニス2回/年、
サッカー1回/年、
水泳33回/年

9 健康ウォーク講座 保険医療課 町民 年1回継続実施 年1回継続実施 健康ウォーク講座を実施。実
施時期：２月　参加人数：26名
松田山ハーブガーデンウォー
キング【保険医療課】

健康ウォーク講
座　参加人数：26
名　【保険医療
課】

－

Ⅲ-３-（１１）-
④

スポーツに親しむ
機会の充実
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「第２次にのみや男女共同参画プラン」　実施事業進捗状況調査結果

＜施策（１２）＞　男女共同参画推進活動への支援　【Ⅲ-３-（１２）】

平成29年度中間値 平成34年度目標値 取組実績内容 活動実績 成果実績 平成25年度活動指標 前年との改善点 今後の課題とその対応
1 「二宮町男女共同参画

プラン推進連絡会」及び
「二宮町男女共同参画
プラン庁内連絡会議」に
よるプランの推進と管理

関係各課 町 継続実施 継続実施 庁内連絡会議委員、推進連絡会
委員により、プランの進捗管理を
行った。【企画政策課】

継続実施 今後も両会議でプランの進捗
などを管理していく。【企画政
策課】

2 担当課によるプランの
進捗状況管理と推進連
絡会への報告

関係各課 町 継続実施 継続実施 プランの進捗管理をし、各課
等とりまとめのうえ推進連絡
会へ報告した。（各課取組報
告有）【企画政策課】 男女共
同の理念等を意識しながら各
事業等の進捗状況を管理して
おり、推進連絡会についても
企画政策課を通じて報告して
いる。【福祉課】　プランの実
施状況について、各種調査を
通じて、企画政策課へ報告し
た。【選管・監査】　学校から報
告される活動実績の報告や年
間計画等により、進捗状況等
を管理。【教育総務課】

継続実施 今後も引き続き各課等進捗状況
のとりまとめと推進連絡会への報
告を行う。【企画政策課】　活動指
標に基づきながら、進捗できるか
が課題となる。【福祉課】　プラン
の適正な進捗状況管理を実施
し、企画政策課への報告を適宜
行います。【選管・監査】

3 町職員の男女共同参画
意識の啓発と研修

総務課・企
画政策課

町職員 継続実施 継続実施 庁内連絡会議委員に、会議の中
で男女共同参画関連のDVDをみ
てもらった。【企画政策課】

継続実施 庁内連絡会議委員だけでなく、町
職員全体の啓発を行っていきた
い。【企画政策課】

4 国・県・近隣自治体等の
諸機関との連携協力に
よる共同事業の実施や
広域的な視点による施
策の推進

関係各課 町 継続実施 継続実施 県立かながわ女性センターと
共催で、男女共同参画研修会
を実施。【生涯学習課】

継続実施

5 男女共同参画に関する
地域の特色を活かした
先進的な取組み事例の
情報の収集・分析・提供

企画政策課 町民 継続実施 継続実施 新聞やチラシなどで、男女共同参
画に関する取組みなどの掲載記
事を収集している。

継続実施 今後も情報収集に努め、その情
報を提供できるようにする。

6 Ⅲ-３-（１２）-
③

町民、町民活動
団体等への支援

町民活動の総合的拠点
として、町民活動サポー
トセンターの機能充実と
利用促進

町民課 町民 継続実施 継続実施 　地域活動や町民活動に関す
る情報交流の拠点としての町
民活動サポートセンターにつ
いて、町ホームページで施設
案内を掲載している。

継続実施 - 　効果的な案内を検討するな
どして利用促進を図るととも
に、今後も継続して適切な運
営を行う。

活動指標

Ⅲ-３-（１２）-
②

国・県等諸機関と
の連携支援

平成26年度実績

Ⅲ-３-（１２）-
①

推進体制による
施策の推進と管
理の充実

№ プラン№ 事業内容 担当部署 事業対象

Page 1



7 町民活動団体等につい
ての情報の受・発信を
行い、町民活動が活性
化するための側面的支
援

町民課・生
涯学習課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 ・町民の団体「にのみや男女
共同参画の会」の情報を受
け、イベント等の情報を庁内
や町民へ発信している。【企画
政策課】　地域活動や町民活
動に関する情報交流の拠点と
して、町民活動サポートセン
ターを運営している。【町民
課】　町ホームページにおい
て、身近な余暇ガイドで、団
体・サークルについての情報
を掲載。【生涯学習課】

「男女共同参画
をやさしく考え
る集い第3弾」
平成26年8月9
日（土）実施。
【企画政策課】

継続実施 - 今後も引き続き、町民活動の
活性化のため側面的支援を
行う。【企画政策課】　従来か
らも適切に運営をしているが、
利用促進の案内検討などを含
め、今後も継続して適切な運
営を図る。【町民課】

8 多様な活動主体が連
携・ネットワーク化し、新
たなコミュニティの形成
や地域社会における課
題の解決に向けた活動
を展開していくための支
援

町民課・生
涯学習課・
企画政策課

町民 継続実施 継続実施 　地域活動や町民活動に関する
情報交流の拠点として、町民活
動サポートセンターを運営してい
る。【町民課】

　従来からも適切に運営をしてい
るが、利用促進の案内検討など
を含め、今後も継続して適切な運
営を図る。【町民課】

9 Ⅲ-３-（１２）-
④

男女共同参画
ネットワーク連絡
会設置の検討

男女共同参画の視点に
立って活動する団体同
士の総合ネットワーク化
を図る連絡会の設置の
検討

企画政策課 町民・事業
者等

設置 設置 検討していない － 今後、設置の検討をしていく。
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